
��精神障害のある⼈を対象にし
た「お話会」を⽉例で開催して
います。少⼈数の当事者同⼠だ
からこその安⼼と共感ができる
場にあなたも参加しませんか？
���普段なかなか、⾔いにくいよ
うなこと、時には⽇頃感じる思
いを⾔葉に紡ぐ場となっていま
す。その場での⾔いっぱなしも
OKです。「また来たい！とみん
なが思える場に。」
 仲間の時間と気持ちを⼤切に
していただける⽅の参加を歓迎
します。参加費は無料です。�
 取り組みの様⼦はホームペー
ジに記事を掲載しています。
 実施⽇など企画の詳細につい
てはお問い合わせください。
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当事者交流「お話会」

イタリア視察研修の実施

当事者の言葉を紡ぐをモットーに活動しています

発行：一般社団法人精神障害当事者会ポルケ

 （公財）ダスキン愛の輪基⾦の障害者リ
ーダー育成助成のご⽀援のもと、イタリ
アに視察研修に⾏ってきました。
 世界に先駆けて精神科病院の脱施設化
が⾏われたイタリアにおける精神障害の
ある⼈たちの地域⽀援や防災の取り組み
等について、障害者団体や⽀援機関を中
⼼にフィールドワークを⾏いました。
 ローマ、ボローニャ、そしてバザーリ
アの改⾰で有名なトリエステを訪問しま
した。今後、報告会を各地で⾏ってまい
ります。（2024.7�イタリア・トリエステ）

� 当事者および⼀般の⽅々向けに平易な表現
ぶりで編成され、作成された妊娠・出産をテー
マにしたガイドが発刊されました。このプロジ
ェクトに当会の副代表理事の佐藤朋美が協⼒を
しました。当事者はもとよりパートナーや⽀援
職のみなさんにもお⼿に取っていただけたらと
思います。
 7⽉3⽇に旧優⽣保護法下で不妊⼿術を強いた
のは憲法違反だとして、障害のある⼈らが国に
損害賠償を求めた訴訟の最⾼裁判所での判決が
⾔い渡されました。優⽣思想は今も社会に横た
わる問題です。誰もが認められる尊厳ある暮ら
しを私たちも創っていきたいと思います。

こころの不調や病気と妊娠・出産のガイド制作に協⼒

� 6⽉20⽇から22⽇に北海道札幌市内で開催さ
れた第120回⽇本精神神経学会学術総会にて当会
の代表理事の⼭⽥悠平と理事の相良真央が下記
の4つのシンポジウムでそれぞれ登壇しました。

⽇本精神神経学会シンポジウムに登壇

�①当事者参加型の倫理委員会の実現に向けて
 当事者・家族・医療者からの⼯夫と提案
②研究のコ・プロダクションを通じた
 学会の組織変⾰
③医療保護⼊院について
④患者満⾜度の⾼い精神科診療とは？



 精神障害当事者会ポルケは障害者権利条約の実施のために、国内外の関係
機関や団体と幅広い連携に取り組んでいます。5⽉11⽇から12⽇にネパール
の⾸都カトマンズで開催された国際会議に参加しました。障害者の司法アク
セスに関するアジア地域ワークショップ�と題して、�法改正と障害者権利条約
遵守を通じた障害者の司法アクセス強化”をテーマにネパール、インド、パ
キスタン、インドネシア、ブータン、バングラデシュ、タイ、フィリピン、
韓国、台湾などアジアの様々な国と地域から精神障害をはじめ様々な障害者
団体の関係者や法曹関係者などが100⼈程度集いました。共催団体のネパー
ルの精神障害の当事者団体Koshish�Nepal�とのご縁から招聘の機会をいただ
き、当会の代表理事の⼭⽥悠平が参加しました。
 この会合には、司法機関の関係者も参加していました。⽇本ではなかなか
想像できないことですが、現役の最⾼裁判事の参加もありました。初⽇の午
前中は昨年に新たに障害者権利条約を批准したブータンの障害者団体の取り
組みや開催地ネパールでの司法アクセスの課題や、その解消に向けた議論を
聞く機会にもめぐまれました。午後の部では、登壇の機会をいただき、⽇本
の状況などについて話題提供しました。

ネットワーク会員
⼊会募集中！

 特集のタイトルは、精神疾患の
気づきと病識。『当事者活動からみ
た病識とは何か』と題して代表理
事の⼭⽥悠平が寄稿しました。
 当事者活動の取り組みをもと
に、病識をめぐっての具体的な事
象を挙げつつ、社会的な⽂脈から
考察を試みました。（医学書院）

障害のある⼈の司法アクセスをテーマにした
ネパールで開催の国際会議に参加

�団体連絡先(発⾏者）

◎年会費◎
・個⼈会員 3,000円
・法⼈団体会員 1⼝�5,000円から
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QRコードから団体HPにアクセスできます

⽉刊�精神医学�66巻6号映像資料を⽤いた防災ワークショップ�
紹介セミナー熊本初開催

 精神障害当事者会ポルケでは2023年度に制作した映像ワークショップ資料
を活⽤した防災ワークショップの普及啓発を⾏っています。
 6⽉9⽇に映像ワークショップの作成の舞台のひとつとなった熊本市にて紹
介セミナーを熊本県発達障害当事者会Little�bitとの共催プロジェクトにて実
施しました。�当事者以外にも家族の⽴場の⼈や⽀援職の⽅、ほかの障害分野
の関係団体や学識経験者など多様なメンバーの参加のもと成功裏に終えるこ
とができました。当⽇の模様はNHK熊本の報道番組にて放映されました。


